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盛岡高等農林学校と鈴木梅太郎教授と宮津賢治 (10)

鈴木梅太郎教授と油絵「岩手山j

農業教育資料館(旧本館)のポランの聞に 「岩手

山」の油絵が飾られている。この絵には「鈴木教授

後日物語jがある。鈴木教授が大正6年末に盛岡を

去るに際して、農学科第2部(後の農芸化学科)の

関豊太郎教授が主唱して先生に盛岡の記念として

「岩手山」の油絵を差し上げたが、その経緯を当時

の千葉常樹書記が記している(農芸化学の歩み)。

それによると、油絵を一流の画家にお願いしたいと

いう こ とで東京美術学校教授和田英作先生(l874~

1959年) (鹿児島県出身の著名な洋画家:東京美術

学校で学び、後に同校教授及び校長となり文化勲章

を受章)の承諾を得た。和田先生は大正7年3月下

旬に来盛、千葉書記が案内して昼の山、朝の山、タ

の山と数日を費や し学校北側構外からの位置を定め

た。4月1日に早暁の岩手山を描かれ、別に(北上

川に架かる)夕顔瀬橋上よりの夕方の岩手山も描か

れた。その後、東京で原画を仕上げて高農に送付さ

れ、鈴木先生に贈呈されたという 。

その 「岩手山Jの絵に当時の佐藤義長校長はいた

く感服して、学校にも 1枚残しておきたいといわれ、

千葉書記に模写を依頼された。鈴木教授に贈呈され

千葉常樹書記が模写した油絵「岩手山」
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若尾紀夫 (C昭 39・院 4

た原画は12号であるが、模写は60号で千葉書記は背

心して描き上げたという 。

この 「岩手山」の絵は高農本館の 2階講堂に、 後

に農学部長室にかかげてあったが、現在は農業教育

資料館にある。残念なことに原画は戦時中に焼失し

たので、千葉書記が模写した 「岩手山」は盛岡高度

における鈴木教授の足跡を記す貴重な遺品である

教材用掛図と専門絵師

ここで霊長場する千葉常樹書記とはどのような人物

か。その前に盛岡高等農林学校の教材用掛図 (図譜

や解説図)について紹介しよう。盛岡高農時代には、

教授達は講義に掛凶を)-Tlいていた。岩手大学凶書館

の資料室にはおおよそ千点の教材用掛図が保管され

ている。現在では、写真や印刷、コンピューターな

ど様々な技法を用いて必要な教材は簡単に作成でき

るが、当時は多くが手書きの教材であった。一般的

な教材は印刷品と して市販されていたが、 専門分賢

特有なものは手書きで作成する他なかった。

大学の資料室にある掛凶は895点(平成21年12月

現在 ・整理済み)を数え、多くはカラーで精密に描

かれており 、盛岡高農時代の貴重な資料である。一

部は農業教育資料館に展示されている。当時、教材

用掛図を作成するために専門職員(絵師)が雇われ

ていた。そのl人が長野県松本出身の小岩井是非雄

(教務課 ・雇)で、明治44年11月30日~大正11年4

月17日まで在職 していた。掛悩895点の内、小岩井

是非雄(落款:小岩井春泉)の手によるものは実に

151，点で、素晴らしい絵図が残されている。

小岩井是非雄は、盛岡山農を退職後は、郷里松本

に戻り長年に渡り聾唖教育に尽力、その功績によ り

勲五等瑞宝章 (昭和43年4月)を授与された。盛岡

高農在職中に描いた多くの図譜も氏の勲章である。



毘轟撃に関する掛圏 (彩色)
小岩井春泉 ・大正6年

(岩手大学図書館所蔵)

千葉常樹書記:隠れた碩学

千葉常樹は岩手県一関出身(明治17年10月生)、明

治38年5月6日~昭和17年8月29日(依願免本官)

まで盛岡高農の庶務課兼教務課に在職していた。最

初は雇として就職、その後書記 (庶務課兼教務課:

明治44年11月9日、庶務課長兼教務課 ・昭和10年5

月8日、正七位勲七等 :I昭和11年8月15日)となる。

その間盛岡高農校長より勤続表彰(昭和 3年5月)

を受けるなど創立期以米盛岡高農と共に歩んできた。

千葉常樹書記は絵画を得意としたが、 書記(事務

官)という職務上か、現在確認されている手書きの

掛図は 1点(獣医学部病理学掛凶:蹄葉炎患部・明

治39年7月)である。

盛岡高農時代には農産製造実習が重視され、味

噌 ・醤油 ・清酒 ・甘酒・ 葡萄液 ・カルミン・高ジャ

ム・トマトケチャップ・納豆 ・洋梨などの缶詰や瓶

詰など多種多様な農産物加工品が生産された。それ

らは卒業式の祝宴に提供され、 一部は市販され好評

であったという 。現在残されている農産物加工品の

レッテルは、当時としては大変モダンなデザインで

あったが、そのレッテル制作にも千葉書記が係わっ

ていた。

盛岡高農全景術蹴図は幾つかあるが、大正15年及

び昭和 3年(創立25周年)の情搬図は千葉書記の制

作によるものである。面白いことに盛岡高農通報(開

校第三 卜一周年記念号 ・昭和 9年5月1日)に千葉

存記による 「歴代校長はじめ思い出多き先生たち」

の似顔絵が掲載されているが、その中には鈴木博士

と関博士の特徴を捉えた似顔絵が捕かれている。

事主五

士官尊井松

千葉書E刀、主いた鈴木博士と関博士の似顔絵

千葉常樹喜記 (号棟園) は書をよくし宝生流党政

版謡本を手本にした袖珍版の筆写 (明治43年)及び

UH和版宝生流謡本 (昭和 4年)の執筆を行い、また

若く して能や狂言を習い、南部藩における宅生流能

楽の歴史を纏めた一南部藩能楽史」を刊行(附和31

年)するなど、多彩な才能をもっ隠れた碩学である O

余談になるが、 林学科の三浦第二郎教授(盛岡高

農林学科第 l回生)が盛岡宝生会の会長(昭和 5年

2月~昭和 9年3月)であったことはあまり知られ

ていない。

盛岡高農教職員(創立10周年記念・ 大正2年)
(2代校長)佐藤義長 (1 91J右6人目)、(教授)関豊
太郎(1列左4人目)、(教授)村松舜祐 (佐藤校長の
真後)、(教授)三浦第二郎 (291J左2人目)、(助教授)
小泉多三郎 (291J左4人目)、(助教授)門前弘多 (2
列右3人目)、(書記)千葉常樹 (3手IJ最右)、(雇)小
岩井是非雄 (5列最右)、(兼任教授)鈴木梅太郎(不在)

鈴木梅太郎教授の欧州留学と研究方針

文部省留学生として渡欧(明治34年)した鈴木梅

太郎は、ベルリン大学のエミール・フィシャー(ノー

ベル化学賞受賞)の下で、生物有機化学を学びタン

パク質やアミノ酸の研究を行った。当時、フィシャー

はタンパク質の研究を始めた時であり 、フ イシャー

の要望で留学期間を延長させるほ ど優秀な鈴木梅太

郎に対する期作は大きいものであった。
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フイシャーの仕事を手伝っている時に、タンパク

質の種類によって栄養価が違うということが分か

り、日本人は欧米人と比べて体格が貧弱であるが、

それは食物としてとるタンパク質の違いに原因があ

るのではないか。H本人のタンパク源は米や味H首・

豆腐のよ うな植物性タンパク質であるのに殴米人が

とるタンパク源は動物性である。タンパク質が違え

ばアミノ酸の種類や割合が異なるので、米のタンパ

ク質の栄養価が肉に劣るのではいか。このように鈴

木梅太郎は素朴な疑問をいだいた。

帰国(明治39年2月)するに際して、日本ではど

んな研究をしたらよいかフ ィシャ ーに相談 したとこ

ろ、「欧州の学者と共通の問題を捉えたところで、

こちらは設備も完成し、人も津山あって堂々とやっ

ているのだから、とても競争は出来まい。それより

も東洋に於ける特殊の問題を見付けるがよかろう 。」

との助言を受けたという 。 4年4ヶ月 に渡る留学経

験をもとに、鈴木梅太郎は米のタンパク質を調べて

日本人の体格を向上させる方法を探ろうとの思いか

ら「米の問題」を研究することになった。

鈴木梅太郎教授の盛岡に係わる初期の研究

帰国 した鈴木梅太郎は、盛岡高農教授と して赴任

(明治39年 5月)し、一家は盛岡の大沢川原小路に

住まわれた。その後まもなく東京帝国大学助教授を

兼任(明治39年9月)し研究の本拠を東京に移して

からも、研究指導や集中講義 ・特別講演などで しば

しば来盛したが、その際には盛岡駅前の陸奥館を常

宿とし、盛岡を殊のほか気に入っていたといわれる。

盛岡に係わる初期の研究としては、欧州、|留学で学

んだ 「タンパク質化学」の分野、広い意味では 「窒

素」 に関連するものが多く、共同研究者として吉村

i青尚教授(後の鹿児島高等農林学校長)、卒業生の

富士省三(第 1回生)・大掛 了(第 3回生)の名

前がみられる O

. fF蚕天蚕及栗蚕絹の化学的組成に就て(明治

41.2) :鈴木梅太郎 ・吉村清尚、普通絹糸以外の三

種の絹糸を対象として合有アミノ酸などを分析。

・空中窒素の利用(明治41.7) :鈴木梅太郎、世界

窒素問題の大要と空中窒素固定の問題について。

・米の蛋白質の成分(明治42.4):鈴木梅太郎・吉

村清尚・富士省竺、白米 ・玄米 ・糠のタンパク質

(ア ミノ酸組成など)の性質を調べ、また糠から

一種の含燐化合物(フイチン)を抽出。この研究

はオリザニン(ビタミン B1) の発見につながる 0

・魚肉の研究(明治42.11):鈴木梅太郎、食料の中

でも魚肉の研究の重要性及び人口増大と 会たア

足 ・人造食料(人造蛋白質)の問題について

-鰹の塩辛中の窒素化合物に就て (明治43.11 予

木梅太郎 ・米山兆二 ・大獄 了、“海産物の安庁

に関する研究"の一環として駒場農科大学農芸化

学実験室で行なった研究。

動物試験と鶏白米病の再現 :盛岡における予備実態

タンパク質の栄養価を決定するためには、 米に含

まれる成分の分析だけでは不充分で動物試験が必要

である。このような考えで鈴木梅太郎教授は動物試

験を取り上げた。その背景には彼の農芸化学者とし

ての実績(肥料学や植物栄養学の研究)があったー

植物の肥料試験 「水耕法」である。水耕法とは、 純

水に窒素 ・リン酸 ・加里 ・石灰などの植物の栄差分

(肥料)を正確に秤量 して溶解、その中で植物を栽

培する方法である。その水耕液の栄養分の種類や濃

度を様々に換えて植物の生育と肥料との関係 ・植物

の栄養要求性を正確に評価することができる。

同様な試験が動物についても可能で、はないか。純

粋なタ ンパク質と脂肪・炭水化物・無機成分を調合

して人工飼料を作り動物を飼育する ことが可能であ

り、投与するタンパク質の種類によって動物の生育

が異なるのではないか。動物試験で間接的に人間に

対する栄養価を調べることができる筈である。

このよ うな発想で、当初は犬と猫を使って米のグ

ループと肉のグループに分けて生育を観察したが、

違いはみられなかった。その結果を踏まえ、純粋の

飼料(人工飼料)を調製 して動物試験する こと を計

画 したが、人工飼料を大量に調製するのは難しいの

で、小型動物(鳩や鼠)の使用を考えた。第2教舎 (農

第2教舎の東端にある階段教室と鈴木教授の実験室

(昭和30年頃)

その実験室は後に物理実験室とよばれ屋上に風速計や

風向計などの観測台が載っていた室である。
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芸化学教舎)にある実験室に小動物専用の飼育小屋

を準備し、人工飼料を使った鳩と鼠の飼育実験を計

阿したが、その矢先に東京帝国大学助教授に任じら

れて離盛したため、本格的な 「人工飼料による動物

1試験」は東京に持ち越されることになった。

、'ill.¥.:3年生の雲野 潔(農学科明治40年卒 ・第2

1111生)は鈴木梅太郎教授について次のように述べて

いる (鈴木梅太郎先生伝)。

「鈴木先生はその頃、教官室で鶏(注:鳩?)を飼っ

て飼育試験をしておられました。私ともう一人の同

級生がそのお手伝いをしていましたが、育村清尚先

生(後に鹿児島高等農林学校長)が一生懸命に手伝

われました。吉村先生は偉い}Jでしたね。吉村先生

は鈴木先生の先輩で学校では化学の主任をやってお

られたのですが、教官室ではすぐ上衣を脱いで鶏の

飼育に私どもを指図されました。大変鈴木先生を尊

敬しておられました。先Titiで、はあるが研究のやり方

を知らないのだからというので、鈴木先生の言われ

る通り実験をしておられました。

鶏には白米だけやるのと、玄米だけ食べさせるの

と、白米に糠を混ぜて食べさせるのとありましたが、

これははっきり結果が出ましたね。白米だけの鶏は

体重もどんどん減りますし、胸l気のように脚がきか

なくなって艶れるのですが、玄米を食べさせたのは

そんなことはありませんでした。1:'米で病気になっ

た鶏に糠をやると眼に見えて元気がでました。J
このように、一方に玄米、他方に白米を加えた飼

料(?Ill脂や無機物質などは充分祉うA えた条件)で鳩

を飼育して発育状況を調べた結巣、玄米を与えた鳩

は元気で、あった。白米を与えた鳩は運動麻痔になり

死んでしまうが、白米で病気になった鳩に糠をやる

と同復することから、玄米(糠)には向米にはない

何かが含まれているとの予感があった。

「明治39年私は盛岡へ参りまして、吉村教授と糠

及n米の分析を致し糠中には多量の燐を含むに反し

円米には甚しく燐を欠乏して肘ると云うことを確か

めまして、これが鶏脚気の}J;(I大|ではあるまいかと考

へ、占佐博士 と図り大学と西ケ原とにて研究の歩を

進めました。尚私は蛋白質を専門に研究して居りま

すから、米の蛋白は肉の蛋円と如何に異るか、また

糠の蛋白は如何なる特質であるか等の研究を脚気と

無関係に行って見ました(校友会報第9号)。

盛岡に赴任した鈴木梅太郎教授は吉村清尚教授と

糠中に燐が多量に含まれることから新しい含燐化合

物 「フィチン」を発見し、それが脚気の原因ではな

いかと考えていたが、現尖には脚気と無関係にタン

パク質の分析を進めていた。

当初の研究(作業仮説)が想定外の万|旬に発展し

豆大な発見につながることは珍しくない。先に述べ

たように、鈴木梅太郎教授は当初は脚気の病気とは

全く無関係に、純粋に栄養学の立場から米の成分の

研究を進め、また動物試験を行ったのである。とこ

ろが盛同で、行った動物試験は、後に述べるエイクマ

ンの 「鶏の白米病(脚気)Jの再現実験ではあるが、

オリザニン (ビタ ミンB，)の発見、その後のビタ ミ

ン研究の発展につながる歴史的出来事である。

鈴木梅太郎先生伝の年譜に 「明治39年 5月3口:

盛岡市等農林学校教慌に任ぜられる。盛岡にて鶏の

白米病の実験を行なう 。」 と記されている。この よ

うに盛同高農がビタミン研究の第一歩の地であるこ

とを記念して、 当時の実験室跡地に記念石碑が建立

されている (北水会報 第124号)。

脚気(英beriberj)

脚気(病)は古代から-(11:界1I1で問題となっていた

病気で、下肢の知覚麻障や運動麻婦(痘撃)、心肥

大や浮腫を来たし重症化すると心不全で、死に至る。

脚気は、東アジア ・東南アジア等の米食地域で多

くみられ、 1::1本でも 背から頻発し恐れられた病気で

あった。特に江戸時代になるとは、精白したおいし

い白米を食べる習慣が広まり、貴族階級や江戸の武

士の問で、脚気患者が発生し、やがて地万に広がり i町

人にも脚気が大流行した。そのため、脚気は当時「江

戸わずらい」ともよばれた。豊かさの象徴であった

白米の偏食が脚気の原閃で、あるとは、誰も思いもし

なかった。

明治維新後、脚気は特に陸海軍の戦場で悲惨な状

況をもたらした。 日露戦争ーでは、動員兵士100万人

の内、脚気患者25万人、脚気死亡者は2.8万人とい

われる。大正末期でも同民の脚気死亡者数は2.5万

人以上であり 、文字通り脚気は結核と並んで、重大な

|玉|民病であった。

脚気の原肉については、「脚気病原菌説」、「食物

原因説J、「細菌毒素説」、「養分欠損説」など諸説が

あったが、有力な説はIJ出l気病原菌による伝染病」で、

多くの細菌学者や医学者が脚気病原南の発見に奔走

した。次に述べるエイクマンもその1人であった。

今では脚気はビタミンBl欠乏症で、あることは分かっ

ているが、原悶不明の病気脚気受難の時代が永く続

いた。

-12-



C.工イクマンによる鶏白米病の発見

オランダの医師 ・ エイクマン(1858~1930) は、

脚気病原菌の発見を目指しオランダ領パタピア(現

在のジャカルタ)の細菌病理学研究所に赴任 (1888

年)、入院患者の白米の残飯で飼っ ていた鶏が麻庫

と痘撃を起こして死ぬことを偶然に観察 した。これ

を契機に白米で鶏を飼うと同じように衰弱して人間

の脚気に似た症状を呈するが、玄米で飼うか白米に

糠を混ぜて飼うと病気が治ることを突き止め、その

病理的所見が人間の多発性神経炎(脚気)と似てい

ることから「鶏の脚気J. r鶏の白米病Jと呼んだ。

エイクマンは 「白米病」 の原因として 「白米に付

着 している微生物が鶏の胃の中で繁殖して中毒を起

こすためであり 、糠の中にはこの毒素を中和する物

質がある(毒素生産説)Jとの仮説 (1895年)を示 し、

その研究結果を1897年に発表 (独語論文)した。 し

かし、後にこの仮説は正 しくないことが鈴木梅太郎

らによって実証されることになる。

エイクマンの研究は動物を用いた実験によって脚

気を実証した最初の研究として高 く評価され、英国

のF.G.ホプキンス (第五の栄養素としてのビタミン

発見の業績)と共にノーベル生理学 ・医学賞を受賞

(1929年) した。

盛岡高良から東京駒場の農科大学に本拠を移した

鈴木梅太郎教授は、米の成分の化学的研究と動物試

験を並行して進めた。盛岡で行なった予備試験の継

続として、 精製 した人工飼料を用いた本格的な動物

試験を行い、鳩や鼠でエイクマンの脚気様疾患(白

米病)を再現、糠の添加で予防できることを確認し

た。この時点から鈴木梅太郎教授の研究目標は 「動

物の脚気様疾患に有効な未知物質の追求」に収赦す

ることになる。

次回は新栄養素としてのオリザニン(ビタミンBJ)

の発見にいたる経緯と盛岡市民の卒業生が鈴木栴太

郎教授の研究にどのように係わったのか、さらに盛

岡高農に縁のある 2人の逸材 「鈴木梅太郎と宵津賢

治」の関係を述べてみたい。
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2月)
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-鈴木梅太郎先生伝:鈴木梅太郎博士顕彰会編、朝

食書庖 (昭和42年 6月)

・オリザニンの発見 鈴木梅太郎伝 .薪藤賢正、共
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(平成 8年4月)
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